
《 日食網膜症について 》→絶対肉眼で日食を見ないこと 
 
上記について日本眼科医会、京都府眼科医会では、啓発活動をしております。 
こども達・保護者への伝達等 どうぞよろしくお願いいたします。 
 
5 月 21 日 朝 6 時から 9 時ごろまでの間 日食が観測できます。 
ただ 太陽を 直接（じかに）肉眼で観察すると 
太陽の可視光線により 眼球の網膜（いわゆるカメラでいうフィイルム） 
の中心に光化学反応を生じ、視力障害を残すことがあります。 
（網膜視細胞や網膜色素上皮の障害です） 
また赤外線の熱作用により網膜熱障害もおこることもあります。 
 
※晴天時なら わずか 1 秒でも目に悪い影響がおこることもあります。 

光化学反応は、加算されるので（見ていた時間の足し算になります） 
観察を中断して見ても 観察時間の合計が問題となります。 
特に こどもたちは、瞳（瞳孔）が大きく また水晶体も透明のため 
光の反応が大人に比べ 影響を非常に受けやすいので 特に注意が必要です。 

 
※ 日食観測は、絶対 肉眼ではしないこと 

観察をするなら保護者や大人と一緒に 日食グラス等を使用して 
適切に観測しましょう。もちろん サングラス等は観察に 
は不向きです。 

※ 肉眼での観察直後は、無症状や軽い幻惑程度ですが、その後 
徐々に中心部が暗くなり（中心暗点）翌日には視力が低下します。 
自然に回復することもありますが、有効な治療法がないため 
時には、永続的な視力障害に至ることもあります。 
 
 
絶対 肉眼で観察しないよう こども達への啓発よろしくお願いいたし

ます。現在 眼科会では、各地で啓発を実施しております。 
日本眼科学会、日本眼科医会ＨＰも参照ください。 
 
        日本眼科医会・京都府眼科医会 理事  柏井真理子 


























